
［発
はっ

行
こう

］
札
さっ

幌
ぽろ

市
し

歴
れき

史
し

文
ぶん

化
か

のまちづくり推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（事
じ

務
む

局
きょく

：札幌市市
し

民
みん

文化局文化部
ぶ

文化財
ざい

課
か

）
札幌市中

ちゅう

央
おう

区
く

北
きた

1条
じょう

西
にし

2丁
ちょう

目
め

札
さっ

幌
ぽろ

時
と

計
けい

台
だい

ビル10階
かい

　電
でん

話
わ

 011-211-2312

令
れい

和
わ

4年
ねん

3月
がつ

令和3年度
ど

文化庁
ちょう

文化資
し

源
げん

活
かつ

用
よう

事
じ

業
ぎょう

費
ひ

補
ほ

助
じょ

金
きん

（観
かん

光
こう

拠
きょ

点
てん

整
せい

備
び

事業）



創
そう

成
せい

川
がわ

のはじまりにせまる！ 大
おお

友
とも

堀
ぼり

コース
大
おお

友
とも

亀
かめ

太
た

郎
ろう

って知
し

ってる？
創成川は大友堀だった！？
れきぶんクイズ①
なぜ東

とう

西
ざい

南
なん

北
ぼく

に分
わ

かれているの？
ちょっと寄

よ

り道
みち

①札
さっ

幌
ぽろ

二
に

条
じょう

市
いち

場
ば

海
かい

外
がい

でも札幌の玉
たま

ねぎが食
た

べられていた！？
大
お と な

人といっしょにつくってみよう！玉ねぎの皮
かわ

でハンカチを染
そ

めよう
行
い

ってみて！大友堀スポット

北
ほく

大
だい

・大
おお

通
どおり

・中
なか

島
じま

公
こう

園
えん

をめぐる 開
かい

拓
たく

使
し

コース
開拓使ってなに？
ちょっと寄り道②北大マルシェ
古
ふる

い建
たて

物
もの

に赤
あか

い星
ほし

のマークが多
おお

いのはなぜ？
創成川の東

ひがし

側
がわ

に工
こう

場
じょう

が多いのは？
れきぶんクイズ②
屯
とん

田
でん

兵
へい

はなにをする人？
大人といっしょにつくってみよう！ぬかにしんの三

さん

平
ぺい

汁
じる

行ってみて！開拓使スポット

石
いし

山
やま

エリアから街
まち

中
なか

まで 札幌軟
なん

石
せき

コース
札幌軟石ってどんな石

いし

？
大人といっしょにつくってみよう！札幌軟石の模

も

様
よう

アルバム
どんな風

ふう

に石を切
き

り出
だ

していたの？
れきぶんクイズ③
軟石はどんな建物に使

つか

われているの？
ちょっと寄り道③石山緑

りょく

地
ち

行ってみて！札幌軟石スポット

もっと知りたい！ 札幌の歴
れき

史
し

がわかる資
し

料
りょう

札幌れきぶんマップ
さあ、復

ふく

習
しゅう

してみよう！
思
おも

い出
で

のれきぶん絵
え

日
にっ

記
き

3
4

5
6
7
8
9

11
12
13
14

15
16
17

19
20
21
22
23
24
25

28
29
31
33

もくじ

古い木
き

や石でできた建物はいつできたの？

この川
かわ

は、なぜまっすぐ流
なが

れているの？

札幌のまちの歴史を知ると歩くのが

もっと楽
たの

しくなるよ。

「大友堀」「開拓使」「札幌軟石」の3つのテーマで

札幌の歴史と文化の探検に出かけよう！

大友亀太郎って

知ってる?

古い建物に
赤い星のマークが
多いのはなぜ?

札幌軟石って

どんな石?

二
ふ た り

人は市
し

内
ない

に住
す

む小
しょう

学
がっ

校
こう

高
こう

学
がく

年
ねん

の
幼
おさな

なじみ。札幌の歴史や文化を学
まな

ぶ
ことが大

だい

好
す

き。
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大友亀太郎は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、札
さっ

幌
ぽろ

の農
のう

業
ぎょう

に必
ひつ

要
よう

な水
みず

を豊
とよ

平
ひら

川
がわ

から札幌村
むら

（いまの東
ひがし

区
く

）まで運
はこ

ぶ用
よう

水
すい

路
ろ

「大友堀」をつくった人
ひと

だよ。亀太郎
は、天

てん

保
ぽう

5（1834）年
ねん

に現
げん

在
ざい

の神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

小
お

田
だ

原
わら

市
し

で生
う

まれ、二
にの

宮
みや

金
きん

次
じ

郎
ろう

という人の
もとで勉

べん

強
きょう

して、北
ほっ

海
かい

道
どう

に
やってきたんだ。二宮金次郎
は、よく勉強して世

よ

の中
なか

の
ために働

はたら

いた人で、みんなの
お手

て

本
ほん

だったんだ。昔
むかし

は全
ぜん

国
こく

の
学
がっ

校
こう

の校
こう

庭
てい

に、金次郎の銅
どう

像
ぞう

が
建

た

てられていたよ。

大友亀太郎

大友堀とみられる写
しゃ

真
しん

（北
ほっ

海
かい

道
どう

大
だい

学
がく

付
ふ

属
ぞく

図
と

書
しょ

館
かん

所
しょ

蔵
ぞう

）

大友堀の工
こう

事
じ

が始
はじ

まったのは、慶
けい

応
おう

2（1866）年
ねん

。
豊平川から分

わ

かれた小
ちい

さな川（いまの南
みなみ

３条
じょう

あた
り）から北

きた

６条まで北に向
む

かい、そこから北
ほく

東
とう

に堀
をのばしていったんだ。約

やく

4㎞もの大
だい

工
こう

事
じ

だったよ。大友堀にかかる橋
はし

が
「創成橋」と名

な

付
づ

けられたことをきっ
かけに、明

めい

治
じ

７（1874）年、大友堀は
創成川になったんだ。

札幌の街はたてとよこの道
どう

路
ろ

が規
き

則
そく

正
ただ

しく「碁
ご

盤
ばん

の目
め

」のようになっているのが
特
とく

徴
ちょう

。同じように「碁盤の目」の道路があるこの街にはたくさんの有
ゆう

名
めい

なお寺
てら

が
あって多

おお

くの観
かん

光
こう

客
きゃく

が訪
おとず

れているよ。

答
こた

えはP5▶

大
おお

友
とも

亀
かめ

太
た

郎
ろう

って
知
し

ってる?

1

創成川は
大友堀
だった!?

ぼく、
二宮金次郎

札幌の街
まち

なみの
お手本になった都

と

市
し

は？

創成川のそばに
銅像があるよ

明治43（1910）年に架
か

けられた創成橋
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明
めい

治
じ

２（1869）年
ねん

、北
ほっ

海
かい

道
どう

を開
かい

拓
たく

するための役
やく

所
しょ

「開拓使
し

」が
おかれ、今

いま

の札
さっ

幌
ぽろ

の中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

のまちづくりが進
すす

められていったんだ。
その時

とき

、開拓使はかつて大
おお

友
とも

亀
かめ

太
た

郎
ろう

がつくった大
おお

友
とも

堀
ぼり

を中心
にまちを東西に、現在の大

おお

通
どおり

公
こう

園
えん

にあった通りを中心に南北
に、分けたよ。北側

がわ

は役所や学
がっ

校
こう

、南
みなみ

側は商
しょう

店
てん

や住
じゅう

宅
たく

をつくり、
東
ひがし

側に工
こう

場
じょう

をまとめたんだ。囲
い

碁
ご

の「碁
ご

盤
ばん

の目
め

」のように、道
どう

路
ろ

が規
き

則
そく

正
ただ

しく十
じゅう

字
じ

の形
かたち

に交
こう

差
さ

しているのは、京
きょう

都
と

（クイズ①の
答
こた

え）の街
まち

なみを見
み

習
なら

ったからだよ。

明治のはじめごろ、石
いし

狩
かり

浜
はま

の漁
りょう

師
し

が新
しん

鮮
せん

な魚
さかな

を売
う

るため

にできたとされる札幌二条市場。明治時
じ

代
だい

のおわりごろ

には創成川の両
りょう

側、西
にし

1丁
ちょう

目
め

から東2丁目にかけて、市場

がずらりと並
なら

んでいたよ。活
かっ

気
き

ある市場を歩
ある

いてみるの

も楽
たの

しいよ。

なぜ東
とう

西
ざい

南
なん

北
ぼく

に
分
わ

かれているの?

まちを西と東に分けている創
そう

成
せい

川
がわ

（大友堀）

まちを北と南に分けている大通公園

やっぱり海
かい

鮮
せん

丼
どん

かな

二条市場のマスコット像
ぞう

。
どこにいるか探

さが

してね     

100年
ねん

以
い

上
じょう

の歴
れき

史
し

ある
札
さっ

幌
ぽろ

二
に

条
じょう

市
いち

場
ば

中央区南3条東1丁目
〜東2丁目
7:00〜18:00（飲

いん

食
しょく

店
てん

街
がい

は
6：00〜21：00） ※店

てん

舗
ぽ

に
より異

こと

なります。
☎011-222-5308

（さっぽろ二条市場商
しょう

店街）

クイズ①の答えは

「京都」でした！
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大
おお

友
とも

堀
ぼり

が整
せい

備
び

されて農
のう

業
ぎょう

が盛
さか

んになった札幌村では、
さまざまな西

せい

洋
よう

野
や

菜
さい

も栽
さい

培
ばい

されるようになったよ。農
のう

家
か

の人々は、アメリカから来
き

たブルックス博
はか

士
せ

に玉ねぎの
育
そだ

て方
かた

を教
おそ

わり、とても努
ど

力
りょく

したんだ。
明
めい

治
じ

13（1880）年
ねん

ごろには、日
に

本
ほん

で初
はじ

めて玉ねぎの栽
培に成

せい

功
こう

。さらにおいしく、育
そだ

てやすい品
ひん

種
しゅ

に改
かい

良
りょう

された
「札

さっ

幌
ぽろ

黄
き

」は、船
ふね

に積
つ

んで運
はこ

んでも長
なが

持
も

ちする野菜として
人
にん

気
き

が出
で

て、本
ほん

州
しゅう

だけでなく
海
かい

外
がい

にも輸
ゆ

出
しゅつ

されたんだ。
人々が収

しゅう

穫
かく

に感
かん

謝
しゃ

して丘
おか

珠
だま

神
じん

社
じゃ

で行
おこな

われるようになった獅
し

子
し

舞
まい

は、今
いま

もしっかり受
う

け継
つ

がれているよ。

白
しろ

い木
も

綿
めん

のハンカチ ２枚
まい

、
A液

えき

（豆
とう

乳
にゅう

・水
みず

 各
かく

150㏄）
B液（玉ねぎの皮5個

こ

分
ぶん

・水600㏄）
C液（焼

やき

ミョウバン大
おお

さじ２杯
はい

・湯
ゆ

200㏄・水800㏄）

鍋
なべ

、ボウル、
水
みず

切
き

りネット、
はし、ビー玉、
輪

わ

ゴム

作
つく

り方
かた

材
ざい

料
りょう

道
どう

具
ぐ

① 玉ねぎの皮は自
し

然
ぜん

乾
かん

燥
そう

し、水切りネットに
入

い

れる。
② よくまぜたA液にハンカチを20分

ぷん

ほどひ
たし、乾

かわ

かしてから模
も

様
よう

をつけるための
ビー玉を輪ゴムで包

くる

む。
③ 鍋に①と水を入れ、沸

ふっ

騰
とう

したら弱
よわ

火
び

で30
分煮

に

る。
④ 液が濃

こ

いオレンジ色
いろ

になったら、②をつけ
こみ、弱火で30分煮る。

⑤ 鍋から引
ひ

き上
あ

げたハンカチを色が出
で

なく
なるまで水洗

あら

いする。
⑥ 焼ミョウバンを湯で溶

と

かし、水を加
くわ

えてC
液を作

つく

る。そこに水
みず

気
け

を切
き

った⑤を20分
ほどつけこむと、鮮

あざ

やかな黄色になり色
が定

てい

着
ちゃく

する。ビー玉を外
はず

し、しっかり水洗い
をして干

ほ

せばできあがり。

肉
にく

厚
あつ

でやわらかく、加
か

熱
ねつ

後
ご

の甘
あま

みが強
つよ

い札幌黄

玉ねぎの皮
かわ

で

ハンカチを染
そ

めよう

つくってみ
よう! 海

かい

外
がい

でも
札
さっ

幌
ぽろ

の玉
たま

ねぎが
食
た

べられていた!?

毎
まい

年
とし

９月
がつ

15日
にち

の例
れい

祭
さい

で行われる丘珠獅子舞

①

②

④

大
おとな

人といっしょに
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札幌村神
じん

社
じゃ

東区北16条東14丁目3-1
妙
みょう

見
けん

山
さん

 本
ほん

龍
りゅう

寺
じ

（妙見堂
どう

）
東区北14条東15丁目42

大友公園
東区北13条東16丁目

大
だい

覚
かく

寺
じ

東区北10条東11丁目2-10
元
もと

村
むら

街
かい

道
どう

（ななめ通り）

東区北7〜10条東3〜11丁目

大友堀を語
かた

り継
つ

ぐ

文化財

創
そう

成
せい

川
がわ

札幌のまちを東
とう

西
ざい

に分
わ

ける創成川。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に「大友堀」
としてつくられ、明

めい

治
じ

7（1874）年
ねん

、創成川となりました。
長
なが

さ14.2km、流
りゅう

域
いき

面
めん

積
せき

は19.0㎢。農
のう

地
ち

へ水
みず

を運
はこ

んだ
り、舟

ふね

で荷
に

物
もつ

を運んだり、防
ぼう

火
か

に備
そな

えるなど、まちづくりに
かかせない川として使

つか

われました。時代とともにその役
やく

割
わり

は変
か

わっていきましたが、今
いま

も都
と

心
しん

部
ぶ

の水
みず

辺
べ

空
くう

間
かん

として
市
し

民
みん

に親
した

しまれています。（中
ちゅう

央
おう

区
く

、北
きた

区、東
ひがし

区）

創成橋
明治2（1869） 年、大友堀に丸

まる

太
た

を並
なら

べ
てかけたのが始

はじ

まり。２年後
ご

、本
ほん

格
かく

的
てき

な木
もく

橋
きょう

となり「創成橋」と名
な

付
づ

けられました。明
治43（1910）年に石

いし

造
づく

りのアーチ橋に。
大
たい

正
しょう

から昭
しょう

和
わ

にかけて、札幌市
し

電
でん

がこの
橋を渡

わた

っていたこともあります。現
げん

在
ざい

の創
成橋は、明治43年の橋をもとに復

ふく

元
げん

され
ました。（中央区南１条西1〜東１丁目）創成川公

こう

園
えん

創成川の南
みなみ

4条
じょう

から北1条まで全
ぜん

長
ちょう

820mの公
園には、遊

ゆう

歩
ほ

道
どう

が整
せい

備
び

され、子
こ

どもが水辺で遊
あそ

ぶこともでき、夏
なつ

はビアガーデンも開
かい

催
さい

されま
す。また、美

び

唄
ばい

市
し

出
しゅっ

身
しん

の彫
ちょう

刻
こく

家
か

・安
やす

田
だ

侃
かん

さんやラ
ンドスケープアーティストの団

だん

塚
づか

栄
えい

喜
き

さんの作
さく

品
ひん

が17点
てん

もあり、オフィ
ス街の野

や

外
がい

美
び

術
じゅつ

館
かん

のよう
に楽

たの

しめます。（中央区南
４条〜北１条西

にし

1丁
ちょう

目
め

）

観
かん

覧
らん

時
じ

間
かん

／10：00〜16：00　休
きゅう

館
かん

日
び

／月
げつ

曜
よう

、祝
しゅく

日
じつ

の翌
よく

日、12/29〜1/5
入
にゅう

場
じょう

無
む

料
りょう

　☎011-782-2294

大
おお

友
とも

亀
かめ

太
た

郎
ろう

像
ぞう

創成橋の横
よこ

には、江戸時代に「大友堀」を
つくった大友亀太郎の銅

どう

像があります。亀
太郎は、箱

はこ

館
だて

奉
ぶ

行
ぎょう

の直
ちょく

営
えい

農
のう

場
じょう

である御
お

手
て

作
さく

場
ば

をつくるために、まず用
よう

水
すい

路
ろ

の工
こう

事
じ

に
取
と

り組
く

みました。東区にある札幌村郷土
記念館の前

ぜん

庭
てい

には、もう一つの大友亀太
郎像があります。（中央区南1条西１丁目）

札
さっ

幌
ぽろ

と一
いっ

緒
しょ

に歩
あゆ

んできた

市
し

内
ない

最
さい

古
こ

の石
いし

造
づく

りの橋
はし

オフィス街
がい

の水辺とアート

札幌村
むら

開
かい

拓
たく

の祖
そ

大友亀太郎や札幌村のことがわかる

ここにもある! 

行ってみて! 

大友堀スポット

札幌村郷
きょう

土
ど

記
き

念
ねん

館
かん

かつて大友亀太郎の役
やく

宅
たく

があった場
ば

所
しょ

に建
た

てら
れた記念館。敷

しき

地
ち

と収
しゅう

蔵
ぞう

資
し

料
りょう

の一
いち

部
ぶ

が「札幌村・
大友亀太郎関

かん

係
けい

資料及
およ

び史
し

跡
せき

」として市の文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

されており、農場に関する記
き

録
ろく

やロシア
を訪

ほう

問
もん

したときのパスポートなども展
てん

示
じ

されて
います。（東区北13条東16丁目2-6）

い

おお

とも
ぼり

※ ここでは国
くに

などに指
し

定
てい

・登
とう

録
ろく

されている建
たて

物
もの

など以
い

外
がい

にも地
ち

域
いき

で大
たい

切
せつ

に受
う

け継がれてきたものを含
ふく

めて
文化財としています。

9 10



明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

は、およそ150年
ねん

前
まえ

、「えぞ地
ち

」
と呼

よ

ばれていた北
ほっ

海
かい

道
どう

を開拓するため、
「開拓使」という役

やく

所
しょ

をつくったんだ。
外
がい

国
こく

から優
すぐ

れた技
ぎ

術
じゅつ

や知
ち

識
しき

を持
も

つ専
せん

門
もん

家
か

（お雇
やと

い外
がい

国
こく

人
じん

）を招
まね

いて道
どう

路
ろ

や鉄
てつ

道
どう

、
港
みなと

を整
せい

備
び

したり、エネルギーとなる石
せき

炭
たん

をほったり、近
きん

代
だい

的
てき

な農
のう

業
ぎょう

をはじめたり
したんだ。

開拓使って
なに?

もっと安
やす

く

もっと早
はや

く

空
そら

知
ち

から小
お

樽
たる

まで
鉄道をつくれる 北大牛乳

北大産
さん

の牛
ぎゅう

乳
にゅう

や果
くだ

物
もの

はいかが？

北大マルシェ

北
きた

区
く

北９条
じょう

西
にし

５丁
ちょう

目
め

北海道大学百
ひゃく

年
ねん

記
き

念
ねん

会
かい

館
かん

１階
4～10月10：00～18：00
11～3月10：00～17：00
火
か

曜
よう

定
てい

休
きゅう

　☎011-706-3213

北大マルシェC
カフェ

afé&
アンド

L
ラボ

aboでは、北海道大
だい

学
がく

の農
のう

場
じょう

で

生
せい

産
さん

された牛乳、果物を使
し

用
よう

してメニューや商
しょう

品
ひん

を開
かい

発
はつ

。

まちの真
ま

ん中
なか

で育
そだ

った牛
うし

の牛

乳が飲
の

めるなんて、びっくりだね。

鉄道の専門家
クロフォード

「少
しょう

年
ねん

よ大
たい

志
し

を抱
いだ

け」で
有
ゆう

名
めい

なクラーク博士

代
だい

表
ひょう

的
てき

なお雇い外国人の一
ひ と り

人、
クラーク博

はか

士
せ

は、明治９（1876）
年にできた札

さっ

幌
ぽろ

農
のう

学
がっ

校
こう

（現・北海
道大

だい

学
がく

）の初
しょ

代
だい

教
きょう

頭
とう

としてアメリ
カから招

まね

かれたんだ。のちに北海
道の開拓で活

かつ

躍
やく

するたくさんの
人
ひと

たちが札幌農学校で学
まな

んだよ。

札幌農学校では

カレーが
食
た

べられていたよ
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北
ほっ

海
かい

道
どう

庁
ちょう

旧
きゅう

本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

、時
と

計
けい

台
だい

、豊
ほう

平
へい

館
かん

、サッポロビール博
はく

物
ぶつ

館
かん

など、札
さっ

幌
ぽろ

に残
のこ

る明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の建
たて

物
もの

には、赤い星のマークがつ
いているのに気

き

がついたかな？
このマークは、方

ほう

角
がく

の北を正
せい

確
かく

に示
しめ

し、どこにいても自
じ

分
ぶん

の位
い

置
ち

を知
し

ることができる星、北
ほっ

極
きょく

星
せい

を表
あらわ

したもので「五
ご

稜
りょう

星
せい

」と
呼

よ

ばれているよ。開
かい

拓
たく

使
し

は五稜星をシンボルにして、自分たち
の建

た

てた建物にはこの星のマークをつけたんだ。

古
ふる

い建
たて

物
もの

に
赤
あか

い星
ほし

のマークが
多
おお

いのはなぜ?

サッポロビール博物
館にも赤い星

豊平館にも赤い星がついている 創成川（大
おお

友
とも

堀
ぼり

）の東側には、開拓に必
ひつ

要
よう

な木
もく

材
ざい

、馬
ば

具
ぐ

、鉄
てつ

製
せい

品
ひん

、糸
いと

や布
ぬの

、小
こ

麦
むぎ

粉
こ

、
さとう、みそ、しょうゆなどを生

せい

産
さん

する
工場がたくさんできたよ。工場には、最

さい

新
しん

の蒸
じょう

気
き

エンジンを備
そな

えていたので、開拓
使の意

い

気
き

込
ご

みを感
かん

じるね。
東側を選

えら

んだのは、工
こう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

に使
つか

える
豊
とよ

平
ひら

川も近く、創成川を利
り

用
よう

して札幌村
むら

の農
のう

地
ち

から原
げん

料
りょう

を工場まで、工場から石
いし

狩
かり

の港
みなと

まで荷
に

物
もつ

を運
はこ

べたからなんだ。

開拓使のシンボル「五稜星」は、開拓使が建てた時計台にも
たくさんつけられているんだ。
建物の屋

や

根
ね

のあたりをよく見
み

てみよう。
赤い星だから見

み

つけやすいよ。

答
こた

えはP17▶

2

創
そう

成
せい

川
がわ

の東
ひがし

側
がわ

に
工
こう

場
じょう

が多いのは?

時計台には
五稜星がいくつあるかな？

旧
きゅう

開
かい

拓
たく

使
し

工
こう

業
ぎょう

局
きょく

庁
ちょう

舎
しゃ

〈国
くに

指
し

定
てい

重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

〉
（北

ほっ

海
かい

道
どう

大
だい

学
がく

附
ふ

属
ぞく

図
と

書
しょ

館
かん

所
しょ

蔵
ぞう

）

北
ほっ

海
かい

道
どう

開
かい

拓
たく

の村
むら

に移
い

築
ちく

された
旧開拓使工業局庁舎
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朝
あさ

4時
じ

、起
き

床
しょう

ラッパとともに起
お

きる

農作業のあと、
子どもは勉

べん

強
きょう

ぬかにしん１匹
ぴき

昆
こん

布
ぶ

4㎝
水
みず

 材料がひたひたに入るくらい
大
だい

根
こん

、ニンジン、ジャガイモ
インゲン、長

なが

ネギ各
かく

適
てき

量
りょう

材
ざい

料
りょう

（2人分
ぶん

）

ぬかにしんの三
さん

平
ぺい

汁
じる

つくってみ
よう! 

屯
とん

田
でん

兵
へい

は
なにをする人

ひと

?

屯田兵家族の一
いち

日
にち

開
かい

拓
たく

使
し

の時
じ

代
だい

の明
めい

治
じ

7（1874）年
ねん

につくられた
のが「屯田兵」という制

せい

度
ど

。屯田兵は、ふだんは
開拓農

のう

民
みん

として働
はたら

き、いざというときに兵
へい

隊
たい

とし
て北

ほっ

海
かい

道
どう

を守
まも

れるように訓
くん

練
れん

する人のこと。全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

からたくさんの人が北海道に移
うつ

り住
す

んだ
けど、はじめに屯田兵が移

い

住
じゅう

したのは明治8
（1875）年の琴

こと

似
に

村
むら

（いまの札
さっ

幌
ぽろ

市
し

西
にし

区
く

琴似）。
この地

ち

には主
おも

に東
とう

北
ほく

出
しゅっ

身
しん

者
しゃ

が多く、農
のう

業
ぎょう

を手
て

伝
つだ

える家
か

族
ぞく

も一
いっ

緒
しょ

にやって来
き

たんだよ。

訓練を終
お

えると、
お父さんは木

き

を
切
き

ったり畑
はたけ

仕
し

事
ごと

夕
ゆう

方
がた

6時のラッパで家
いえ

に帰
かえ

る

家族そろって夕
ゆう

食
しょく

。
一日でいちばん
楽
たの

しい

1

2

3

4
5

6

お父
とう

さんは軍
ぐん

事
じ

練
れん

習
しゅう

。
お母

かあ

さんと
子
こ

どもは農
のう

作
さ

業
ぎょう

作
つく

り方
かた

① ぬかにしんは頭
あたま

を切
き

り落
お

とし、サッと
水洗

あら

いしてぬかを取
と

りのぞく。身
み

を骨
ほね

ごと2㎝ほどの輪
わ

切りにする。
② 昆布でだしを取り、いちょう切りにした

大根、ニンジンを先
さき

に煮
に

て、乱
らん

切りに
したジャガイモ、二

に

等
とう

分
ぶん

にしたインゲ
ンを加

くわ

える。
③ 野

や

菜
さい

に火が通
とお

ったら、①のぬかにしん
を加え、汁の塩

えん

分
ぶん

が好
この

みの濃
こ

さに
なったら火を止

と

めて、きざんだ長ネギ
を散

ち

らしてできあがり。

①

②

③

開拓使は、「北海道は寒
かん

冷
れい

地
ち

のため、道
どう

南
なん

以
い

外
がい

での稲
いな

作
さく

は不
ふ

可
か

能
のう

」と判
はん

断
だん

し、
家

か

畜
ちく

と畑
はた

作
さく

による農業を進
すす

めました。しかし、当
とう

時
じ

の日
に

本
ほん

人
じん

にとって乳
にゅう

製
せい

品
ひん

は
口
くち

に合
あ

わず、肉
にく

料
りょう

理
り

もなかなか広
ひろ

まりませんでした。みそ、しょうゆ、さとうな
どの調

ちょう

味
み

料
りょう

さえも、なかなか手
て

に入
はい

らない人々にとって、保
ほ

存
ぞん

食
しょく

である「ぬか
にしん」を使

つか

った三平汁、ジャガイモやカボチャなどが貴
き

重
ちょう

な栄
えい

養
よう

源
げん

でした。

包
ほう

丁
ちょう

や火
ひ

を使
つか

うときは

保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

と一緒にね

大
おとな

人といっしょに

琴似屯田兵村
そん

兵
へい

屋
おく

跡
あと

（西区琴似2条
じょう

5丁
ちょう

目
め

）
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偕
かい

楽
らく

園
えん

跡
北区北7条西7丁目

偕楽園緑
りょく

地
ち

清
せい

華
か

亭
てい

北区北7条西7丁目
北３条通

どおり

中央区北3条西4丁目
旧永

な が

山
や ま

武
た け

四
し

郎
ろ う

邸
て い

中央区北２条東６丁目2

サッポロビール博
はく

物
ぶつ

館
かん

東区北7条東9丁目
創
そう

成
せい

川
がわ

中央区、北区、東区
豊
とよ

平
ひら

川
がわ

南
みなみ

区、豊平区、中央区、
白
しろ

石
いし

区、東区

桑
そう

園
えん

碑
ひ

中央区北１条西16丁目

豊
ほう

平
へい

館
かん

明治13（1880）年、開拓使直
ちょく

営
えい

のホテルとして建てら
れた豊平館は開拓使建築の代

だい

表
ひょう

的
てき

なものです。当
とう

初
しょ

は、現在の札幌市
し

民
みん

ホール（中央区北1条西1丁目）の
場所に建てられ、昭

しょう

和
わ

33（1958）年に中
なか

島
じま

公
こう

園
えん

内
ない

に
移
い

築
ちく

されました。曲
きょく

線
せん

が美
うつく

しいロビーの階
かい

段
だん

、豪
ごう

華
か

な
シャンデリア、芸

げい

術
じゅつ

ともいえる天
てん

井
じょう

中
ちゅう

心
しん

飾
かざ

りなど、見
み

ど
ころがいっぱいです。（中央区中島公園1-20）

近
きん

代
だい

的
てき

な農
のう

業
ぎょう

を教
きょう

育
いく

した

250万
まん

個
こ

のれんがで建
た

てられた

時計台の鐘
かね

が鳴
な

る

開拓使がホテルとして建てた

明治時代の風
ふう

格
かく

が残る

行ってみて! 

開拓使スポット

旧札幌農学校演
えん

武
ぶ

場
じょう

（時計台）
札幌観

かん

光
こう

の定
てい

番
ばん

である時計台は、北海道大学の
前
ぜん

身
しん

である札幌農学校の演武場（体
たい

育
いく

館
かん

）として、
明治11（1878）年、現

げん

在
ざい

の時計台から約
やく

100m北
の位

い

置
ち

に建てられました。140年以
い

上
じょう

前
まえ

の振
ふ

り子
こ

時計が、今
いま

も変
か

わらず時
とき

を刻
きざ

んでいます。開拓使の
シンボルである「五

ご

稜
りょう

星
せい

」は17個（クイズ②の答
こた

え）あります。（中央区北１条西２丁目）

札
さっ

幌
ぽろ

農
のう

学
がっ

校
こう

と
クラーク博

はか

士
せ

北
ほっ

海
かい

道
どう

大
だい

学
がく

の始
はじ

まりは、明
めい

治
じ

9（1876）年
ねん

に開
かい

校
こう

した札
さっ

幌
ぽろ

農
のう

学
がっ

校
こう

です。米
べい

国
こく

からクラーク博士が教
きょう

頭
とう

として招
まね

かれ、実
じっ

際
さい

に農
のう

作
さく

物
ぶつ

や家
か

畜
ちく

を育
そだ

てながら農
業を学

まな

ぶ教育が行
おこな

われました。クラーク博士像
ぞう

は北大構
こう

内
ない

のほか、さっぽろ
羊
ひつじ

が丘
おか

展
てん

望
ぼう

台
だい

、時
と

計
けい

台
だい

にもベンチに座
すわ

ったクラーク像が設
せっ

置
ち

されています。
（北

きた

区
く

北9条
じょう

西
にし

７丁
ちょう

目
め

 北海道大学）

北
ほっ

海
かい

道
どう

庁
ちょう

旧
きゅう

本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

（赤
あか

れんが庁舎）
「赤れんが」の愛

あい

称
しょう

で親
した

しまれている北海道
庁旧本庁舎。北海道庁が設置された明治19 

（1886）年に起
き

工
こう

され、２年後
ご

に完
かん

成
せい

しまし
た。およそ250万個のれんがが使

し

用
よう

され、そ
のほとんどが、札幌で発

はっ

見
けん

された粘
ねん

土
ど

が原
げん

料
りょう

です。赤い色
いろ

なのは、土
つち

に含
ふく

まれた鉄
てつ

分
ぶん

が
焼
や

かれて発
はっ

色
しょく

したからです。（中
ちゅう

央
おう

区北2・3
条西5・6丁目）

開拓使を語
かた

り継
つ

ぐ文
ぶん

化
か

財
ざいここにもある! 

旧札幌麦
びー

酒
る

会
かい

社
しゃ

工
こう

場
じょう

（サッポロファクトリー）
明治9（1876）年に開

かい

業
ぎょう

した開拓使麦酒醸
じょう

造
ぞう

所
しょ

（のちのサッポロビール第
だい

一
いち

製
せい

造
ぞう

所
しょ

）跡
あと

地
ち

を再
さい

活
かつ

用
よう

している商
しょう

業
ぎょう

施
し

設
せつ

サッポロファクトリー。レスト
ランをはじめ、アウトドア、ファッション、インテリ
ア・生

せい

活
かつ

雑
ざっ

貨
か

などのショップが揃
そろ

っています。現
げん

存
そん

する風格あるれんが造
づくり

工場は、明治25（1892）年
に建てられました。 （中央区北２条東

ひがし

4～５丁目）

北大マルシェ
C

カフェ

afé&
アンド

L
ラボ

abo

構内・施
し

設
せつ

内
ない

に飲
いん

食
しょく

店
てん

があるスポットです。営
えい

業
ぎょう

時
じ

間
かん

などはウェブサイトなどでご確
かく

認
にん

ください。

喫
きっ

茶
さ

室
しつ

ハルニレ

ナガヤマレスト
（旧

きゅう

三
みつ

菱
びし

鉱
こう

業
ぎょう

寮
りょう

内
ない

）

い

かい
たく

し

北大構内にある
クラーク像

羊が丘展望台の
クラーク像

クイズ②の答えは
１７個だよ

※ ここでは国
くに

などに指
し

定
てい

・登
とう

録
ろく

されている建
たて

物
もの

など以
い

外
がい

にも地
ち

域
いき

で大
たい

切
せつ

に受
う

け継がれてきたものを含
ふく

めて
文化財としています。17 18



正
しょう

面
めん

線と点を組
く

み合
あ

わせて

盛
も

り上
あ

がっているタイプ 横
よこ

面
めん

斜
なな

め線
せん

タイプ
無

む

数
すう

の点
てん

々
てん

タイプ

札幌軟石って
どんな石?

札幌軟石は、掘
ほ

り出
だ

した場
ば

所
しょ

や加工の仕
し

方
かた

によって、色や模様がいろいろ違
ちが

っている

よ。市
し

内
ない

の軟石を使った建物めぐりをした時
とき

に、近
ちか

づいて表
ひょう

面
めん

をよく見てみよう。

写
しゃ

真
しん

に撮
と

って見比
くら

べてみるとおもしろいよ。自
じ

分
ぶん

だけのアルバムを作
つく

ってみよう。

つくってみ
よう! 

札幌軟石は、約
やく

4万
まん

年
ねん

前
まえ

に支
し

笏
こつ

火
か

山
ざん

が大
だい

噴
ふん

火
か

を起
お

こし、火
か

口
こう

から噴
ふ

き出
で

た火山灰
ばい

や軽
かる

石
いし

が降
ふ

り積
つ

もり、流
なが

れ出した火
か

砕
さい

流
りゅう

が冷
ひ

えて固
かた

まったもの。もともと太
たい

平
へい

洋
よう

に向
む

かっていた石
いし

狩
かり

川
がわ

が日
に

本
ほん

海
かい

へと流れ
を変

か

えるほど地
ち

形
けい

も大
おお

きく変えたんだ
よ。札幌では主

おも

に南
みなみ

区
く

の石
いし

山
やま

・常
と き わ

盤地
ち

区
く

で軟石をとることができるよ。よく見
み

ると
灰
はい

色
いろ

の中
なか

に白
しろ

っぽい軽石が入
はい

っているの
がわかるよ。吸

きゅう

水
すい

性
せい

が高く、やわらかいの
が特

とく

徴
ちょう

。寒
さむ

さや火
か

事
じ

を防
ふせ

げるので、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の建
たて

物
もの

に多
おお

く使
つか

われたよ。

軟石が使われている
市
し

民
みん

交
こう

流
りゅう

プラザ内
ない

の壁
かべ

やわらかく加
か

工
こう

しやすい
ので、雑

ざっ

貨
か

やアート作
さく

品
ひん

も多い

札   軟石の模
も

様
よ う

アルバム 

旧
きゅう

札幌控
こう

訴
そ

院
いん

庁
ちょう

舎
しゃ

（札幌市資
し

料
りょう

館
かん

）

旧石
いし

切
きり

山
やま

駅
えき

(現・石
いし

山
やま

振
しん

興
こう

会
かい

館
かん

)
旧石山郵

ゆう

便
びん

局
きょく

(現・ぽすとかん)

※この他
ほか

にも、札幌軟石を使った建物はP25～27に紹
しょう

介
かい

しているよ。

建物の
「正面」と「横面」が

違うタイプ

大
おとな

人といっしょに
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どんな風
ふう

に
石
いし

を切
き

り出
だ

して
いたの?

札幌市南区の石山地区には今もたくさんの軟石の建物が残
のこ

っているよ。
石山にあるこの建物には「〒」のマークが見

み

えるね。このマークは何
なん

のマーク
かな？ 今はその役

やく

割
わり

はしていないけど建物の名
な

前
まえ

にヒントがあるよ。

答
こた

えはP26▶

3

このマークが
ついているのはどこ？

札
さっ

幌
ぽろ

軟
なん

石
せき

の切り出しは、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

か
ら始

はじ

まったよ。開
かい

拓
たく

当
とう

初
しょ

の建
たて

物
もの

は木
もく

造
ぞう

のため冬
ふゆ

の寒
さむ

さがきびしく、家
いえ

の
中
なか

で火
ひ

をたくことも多
おお

かったので、
火

か

事
じ

になりやすかったんだ。そこで、
開拓使

し

は火や寒さに強
つよ

い軟石を建
けん

材
ざい

として広
ひろ

めるようになったよ。
昔
むかし

は、石
いし

工
く

と呼
よ

ばれる職
しょく

人
にん

さんが手
て

ぼりで軟石を切り出していたんだ
よ。その軟石をまちの中まで運

はこ

ぶた
めに、石

いし

山
やま

から現
げん

在
ざい

の南
みなみ

２条
じょう

西
にし

11
丁
ちょう

目
め

あたりまで馬
ば

車
しゃ

鉄
てつ

道
どう

ができたん
だ。だから、国

こく

道
どう

230号
ごう

は今
いま

も「石山
通
どおり

」と呼ばれているよ。

明治５（1872）年
ねん

に札幌市南区
く

にある「硬
かた

石
いし

山
やま

」が発
はっ

見
けん

されて、そこで掘
ほ

られる「札幌硬
石」は丈

じょう

夫
ぶ

な特
とく

徴
ちょう

を生
い

かして建物の土
ど

台
だい

など
に使

し

用
よう

されたんだ。現在でも道
どう

路
ろ

や河
か

川
せん

、公
こう

園
えん

など、いろいろなところで使われているよ。

軟石でつくられた
石山神

じん

社
じゃ

の狛
こま

犬
いぬ

ツルハシなど石切りに使
つか

う道
どう

具
ぐ

石工たちの仕
し

事
ごと

ぶりがわかる
ジオラマ人

にん

形
ぎょう

（札
さっ

幌
ぽろ

市
し

資
し

料
りょう

館
かん

に展
てん

示
じ

）

札幌硬
こう

石
せき

もあるよ

豊
ほう

平
へい

館
かん

では土台の部
ぶ

分
ぶん

に丈夫な

札幌硬石が、煙
えん

突
とつ

には熱
ねつ

に強い

軟石が使われたと考
かんが

えられているよ

こんな道具が
使われていたよ
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軟
なん

石
せき

は
どんな建

たて

物
もの

に
使
つか

われているの?

赤
あか

い空
そら

の箱
はこ

スパイラルスプリング
（水と石の遊び場）

石山緑地のアート作
さく

品
ひん

たち

南
みなみ

区石山78-24外　無
む

料
りょう

駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

／11月
がつ

下
げ

旬
じゅん

～4月中
ちゅう

旬
じゅん

は冬
とう

期
き

閉
へい

鎖
さ

☎011-578-3361（藻南公園管
かん

理
り

事
じ

務
む

所
しょ

）　

札
さっ

幌
ぽろ

軟石は野
や

菜
さい

や果
くだ

物
もの

、酒
さけ

やみそなどを
保

ほ

管
かん

しておく倉
そう

庫
こ

や商
しょう

店
てん

、牛
うし

のえさをため
ておくサイロ、役

やく

所
しょ

や郵
ゆう

便
びん

局
きょく

、教
きょう

会
かい

などに
使われていたよ。大

おお

通
どおり

西
にし

13丁
ちょう

目
め

にある旧
きゅう

札
さっ

幌
ぽろ

控
こう

訴
そ

院
いん

庁
ちょう

舎
しゃ

 （札幌市資
し

料
りょう

館
かん

）をはじ
め、それらの建物は平

へい

成
せい

27（2015）年
ねん

の
調
ちょう

査
さ

では市
し

内
ない

に約
やく

300棟
とう

以
い

上
じょう

残
のこ

ってい
て、現

げん

在
ざい

、飲
いん

食
しょく

店
てん

やギャラリーとして使わ
れているものもあるよ。
石
いし

山
やま

地
ち

区
く

には、軟石を切
き

り出
だ

していたあ
とを整

せい

備
び

した「石山緑
りょく

地
ち

」や「藻
も

南
なみ

公
こう

園
えん

」
があるので、そこで昔

むかし

の作
さ

業
ぎょう

を想
そう

像
ぞう

して
から、まちの中

なか

にある札幌軟石を使った
建物を見

けん

学
がく

してみよう。

旧札幌控訴院庁舎 （札幌市資料館）

八
はっ

紘
こう

学
がく

園
えん

資
し

料
りょう

館
かん

（旧
きゅう

吉
よし

田
だ

農
のう

場
じょう

畜
ちく

舎
しゃ

サイロ）

八紘学園農
のう

産
さん

物
ぶつ

直
ちょく

売
ばい

所
じょ

の
ソフトクリームもおいしいよ♬

まるで古
こ

代
だい

遺
い

跡
せき

のように整備されている石山緑地。敷
しき

地
ち

内
ない

にはアート作品や水
みず

遊び場、ベンチなどもあるので立
た

ち寄って見
み

てみよう！ 大
だい

自
し

然
ぜん

の中でピクニック気
き

分
ぶん

を楽
たの

し

めるよ。
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北
ほっ

海
かい

道
どう

大
だい

学
がく

農
のう

学
がく

部
ぶ

第
だい

二
に

農
のう

場
じょう

北大農学部第二農場は、牧
ぼく

草
そう

の栽
さい

培
ばい

から家
か

畜
ちく

の
飼
し

育
いく

、バターやチーズづくりまで、学
がく

生
せい

たちが酪農
を学

まな

んだ場
ば

。北海道の農場建
けん

築
ちく

のお手本となっ
た明

めい

治
じ

時
じ

代
だい

の木
もく

造
ぞう

、石
せき

造、れんが造
づくり

の建
たて

物
もの

をはじ
め、アメリカから輸

ゆ

入
にゅう

された機
き

械
かい

や道
どう

具
ぐ

なども見
み

ることができます。（北
きた

区
く

北18条
じょう

西
にし

7丁
ちょう

目
め

）

駐車場／2か所　126台　駐車場利用時間／6：00～20：30（夜間閉鎖）　※11月下旬より4月中旬まで閉鎖
☎011-578-3361（藻南公園管理事務所）
※各

かく

施
し

設
せつ

の利
り

用
よう

期
き

間
かん

、利用料
りょう

金
きん

などはウェブサイトをご覧
らん

ください。

構
こう

内
ない

・施
し

設
せつ

内
ない

に飲
いん

食
しょく

店
てん

があるスポットです。営
えい

業
ぎょう

時
じ

間
かん

などはウェブサイトなどでご確
かく

認
にん

ください。

観
かん

覧
らん

時
じ

間
かん

／10：00～16：00　
休
きゅう

館
かん

日
び

／第
だい

４月
げつ

曜
よう

日
び

、冬
とう

期
き

間
かん

（11/4～4/28）　
入
にゅう

場
じょう

無
む

料
りょう

　☎011-706-2658

石
いし

山
やま

緑
りょく

地
ち

(石山軟石採
さい

掘
くつ

場
ば

跡
あと

)
札幌軟石の採石場であったことを物

もの

語
がた

るよう
に、岩

いわ

肌
はだ

が露
ろ

出
しゅつ

したまま残
のこ

されている石山緑地。
その歴史的

てき

景
けい

観
かん

を背
はい

景
けい

に、5人
にん

の彫
ちょう

刻
こく

家
か

による
アート作

さく

品
ひん

が独
どく

特
とく

な造
ぞう

形
けい

空
くう

間
かん

を生
う

み出
だ

していま
す。また、遊

ゆう

具
ぐ

や水
みず

遊
あそ

びができる場
ば

所
しょ

もあり、家
か

族
ぞく

そろって楽しめる芸
げい

術
じゅつ

性
せい

の高
たか

い公
こう

園
えん

です。
（南

みなみ

区石山78-24外）

旧石山郵
ゆう

便
びん

局
きょく

（現・ぽすとかん）
札幌軟石の生

せい

産
さん

地
ち

を代
だい

表
ひょう

するシンボル的
な建物。石山郵便局として昭和15（1940）
年に建てられ、正面屋

や

根
ね

のアーチに残され
た「〒」マークが、当時の面

おも

影
かげ

を感じさせま
す。現

げん

在
ざい

はカフェ、ショップ、まちづくり活
かつ

動
どう

の場として親
した

しまれています。
（南区石山2条3丁目1-26）

北
ほっ

海
かい

道
どう

の酪
らく

農
のう

のお手
て

本
ほん

となった

明治時代の採
さい

石
せき

跡が残る

ヨーロッパ中
ちゅう

世
せい

を思
おも

わせる

重
じゅう

厚
こう

な札幌軟石が見どころ

札幌軟石のまちづくりのシンボル

札幌軟石の歴
れき

史
し

がわかる

行ってみて! 

札 石軟 スポット

旧
きゅう

札幌控
こう

訴
そ

院
いん

庁
ちょう

舎
しゃ

（札幌市
し

資
し

料
りょう

館
かん

）
大
たい

正
しょう

15（1926）年
ねん

、札幌控訴院（のちの札幌高
こう

等
とう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

）として建
た

てられ、 昭
しょう

和
わ

48（1973）年
から札幌市資料館として活

かつ

用
よう

されています。札
幌軟石とれんがを組

く

み合
あ

わせた重厚感
かん

のある
外
がい

壁
へき

が見どころ。内
ない

部
ぶ

では回
まわ

り階
かい

段
だん

やステンド
グラスなど、大正時代のモダンな雰

ふん

囲
い

気
き

を楽
たの

し
めます。（中

ちゅう

央
おう

区大
おお

通
どおり

西13丁目）

観覧時間／9：00～19：00　
休館日／月曜日（祝

しゅく

日
じつ

の場合は翌
よく

日
じつ

）、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12/29～1/3）　入場無料　☎011-251-0731

駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

／3か所
しょ

　46台
だい

　駐車場利
り

用
よう

時
じ

間
かん

／7：00～21：00（夜
や

間
かん

閉
へい

鎖
さ

）　※11月下
げ

旬
じゅん

より4月中
ちゅう

旬
じゅん

まで閉鎖
☎011-578-3361（藻

も

南
なみ

公園管
かん

理
り

事
じ

務
む

所
しょ

）

日
に

本
ほん

基
きり

督
すと

教
きょう

団
だん

札幌教
きょう

会
かい

（旧札幌美
み

以
い

教会堂
どう

）
明治30（1897）年に建てられた2代

だい

目
め

木造の
礼
れい

拝
はい

堂
どう

が、もらい火
び

により焼
しょう

失
しつ

し、明治37
（1904）年に札幌軟石を使いヨーロッパの中
世を思わせる教会に生

う

まれ変
か

わりました。正
しょう

面
めん

には丸
まる

いバラ窓
まど

やロマネスク風
ふう

のアーチ状
じょう

窓、横
よこ

には八
はっ

角
かく

形
けい

の尖
せん

塔
とう

があります。
（中央区北1条東

ひがし

1丁目）　※外
がい

観
かん

のみ見
けん

学
がく

可
か

S
サイアフ

IAFラウンジ

北大マルシェC
カフェ

afé&
アンド

L
ラボ

abo（詳しくはP12）

ニシクルカフェ

い

さつ

ぽろ
なん せき

クイズ③の

答
こた

えは
郵便局だよ

藻南公園
（札幌軟

なん

石
せき

ひろば）
札幌軟石が初

はじ

めて切
き

り出された明治初
しょ

期
き

の切
きり

羽
は

跡が
残っており、当

とう

時
じ

の採石場を想
そう

像
ぞう

したり、軟石の切り出し
作
さ

業
ぎょう

、加
か

工
こう

作業、運
うん

搬
ぱん

作業などを学んだりできます。ま
た、散

さん

策
さく

路
ろ

、炊
すい

事
じ

広
ひろ

場
ば

、遊具、テニスコートや野
や

球
きゅう

場
じょう

など
も備

そな

え、家族そろって楽しめる豊
とよ

平
ひら

川
がわ

沿
ぞ

いの公園です。
（南区川

かわ

沿
ぞえ

9～11条1丁目　真
まこ

駒
ま

内
ない

柏
かしわがおか

丘7・8・12丁目）
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ここにもある! 

旧
きゅう

石
いし

切
きり

山
やま

駅
えき

（現
げん
・石

いし
山
やま
振
しん
興
こう
会
かい
館
かん
）

南
みなみ

区
く

石山１条
じょう

３丁
ちょう

目
め

1-30
※内

ない
部
ぶ

観
かん

覧
らん

可
か
（事

じ
務
む

所
しょ

なので許
きょ

可
か

を
　得

え
て見

けん
学
がく

してください）

秋
あき

野
の

総
そう

本
ほん

店
てん

薬
やっ

局
きょく

中央区南１条西
にし

１丁目
※店

てん
舗
ぽ

利
り

用
よう

者
しゃ

のみ内部観覧可

旧馬
ば

場
ば

農
のう

場
じょう

のサイロ
厚
あつ

別
べつ

区厚別中央1条3丁目7
※外観のみ見学可

石山通
どおり

（国
こく
道
どう
230号

ごう
）

中
ちゅう

央
おう

区、南区

カトリック北
きた

一
いち

条
じょう

教
きょう

会
かい

司
し

祭
さい

館
かん

カテドラルホール
中央区北１条東

ひがし

6丁目
※外

がい
観
かん

のみ見学可

八
はっ

紘
こう

学
がく

園
えん

資
し

料
りょう

館
かん

豊
とよ

平
ひら

区月
つき

寒
さむ

東1条13丁目3-6
※内部見学要事前許可

☎011-851-8236（八紘学園）

石山神
じん

社
じゃ

南区石山2条3丁目254番
ばん

地
ち

旧沼
ぬま

田
た

家
け

倉
そう

庫
こ

東区東苗
なえ

穂
ぼ

５条２丁目11-18
※店舗利用者のみ内部観覧可

旧
宇う

納の
う

牧ぼ
く

場じ
ょ
う

サ
イ
ロ

厚
別
区
上か
み

野の
っ

幌ぽ
ろ

1-

5

※
敷しき
地ち
外がい
か
ら
外
観
見
学
可

札
さっ

幌
ぽろ

軟
なん

石
せき

を語
かた

り継
つ

ぐ

文
ぶん

化
か

財
ざい

豆
まめ

蔵
くら

珈
こう

房
ぼう

「宮
みや

田
た

屋
や

」東苗穂店

構内・施
し

設
せつ

内
ない

に飲
いん

食
しょく

店
てん

があるスポットです。営
えい

業
ぎょう

時
じ

間
かん

などはウェブサイトなどでご確
かく

認
にん

ください。

札幌の文化財
（冊子・マップ）

マンガで学
まな

ぶ東区の歴史
札幌村

むら

開拓の祖
そ

 大友亀
かめ

太
た

郎
ろう

さっぽろ
文化財散

さん

歩
ぽ

【大
おお

友
とも

堀
ぼり

編
へん

】 【開
かい

拓
たく

使
し

編】 【札幌軟石編】

札幌市
し

内
ない

にある文化財に指定・登録されてい
る建物などを紹介した冊子と、市内の文化財
のある場

ば

所
しょ

がわかる地
ち

図
ず

もあります。

この本で紹
しょう

介
かい

している3つの
テーマについて、もっと詳

くわ

し
く説

せつ

明
めい

している冊
さっ

子
し

です。

こちらのサイト
からも見

み

てね。

こちらのサイト
からも見てね。

「札幌市電
でん

子
し

図
と

書
しょ

館
かん

」のサイトから
も見てね。

今
いま

の東区、さらには札幌の発
はっ

展
てん

のもとになった
大友亀太郎のあゆみや働

はたら

きをマンガで紹介し
ています。
※東区役

やく
所
しょ

1階
かい

0番
ばん

窓
まど

口
ぐち

広
こう

聴
ちょう

係
がかり

で配
はい

布
ふ

しています。

※ ここでは国
くに

などに指
し

定
てい

・登
とう

録
ろく

されている建
たて

物
もの

など以
い

外
がい

にも地
ち

域
いき

で大
たい

切
せつ

に受
う

け継がれてきたものを含
ふく

めて
文化財としています。 大友亀太郎 検

けん
索
さく
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妙
みょう

見
けん

山
さん

本
ほん

龍
りゅう

寺
じ

大
おお

友
とも

公
こう

園
えん

札幌村
郷
きょう

土
ど

記
き

念
ねん

館
かん

札幌村
むら

神
じん

社
じゃ

大
だい

覚
かく

寺
じ

大お
お 友と

も 堀ぼ
り 跡あ

と
創
そう

成
せい

橋
ばし

、大
おお

友
とも

亀
かめ

太
た

郎
ろう

像
ぞう

札幌農
のう

学
がっ

校
こう

と
クラーク博

はか

士
せ

清
せい

華
か

亭
てい

、偕
かい

楽
らく

園
えん

跡
あと

北
ほっ

海
かい

道
どう

庁
ちょう

旧
きゅう

本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

（赤
あか

れんが庁舎）

旧札幌農
のう

学
がっ

校
こう

演
えん

武
ぶ

場
じょう

（時
と

計
けい

台
だい

）

桑
そう

園
えん

碑
ひ

サッポロビール博
はく

物
ぶつ

館
かん

旧永
なが

山
やま

武
たけ

四
し

郎
ろう

邸
てい

豊
ほう

平
へい

館
かん

豊
とよ

平
ひら

川
がわ

旧札幌麦
びー

酒
る

会
かい

社
しゃ

工
こう

場
じょう

（サッポロファクトリー）

旧沼
ぬま

田
た

家
け

倉
そう

庫
こ

北海道大学農
のう

学
がく

部
ぶ

第
だい

二
に

農
のう

場
じょう

カトリック北
きた

一
いち

条
じょう

教
きょう

会
かい

司
し

祭
さい

館
かん

カテドラルホール

日
に

本
ほん

基
きり

督
すと

教
きょう

団
だん

札
さっ

幌
ぽろ

教
きょう

会
かい

（旧札幌美
み

以
い

教
きょう

会
かい

堂
どう

）

秋
あき

野
の

総
そう

本
ほん

店
てん

薬
やっ

局
きょく

旧札幌控
こう

訴
そ

院
いん

庁
ちょう

舎
しゃ

（札幌市資
し

料
りょう

館
かん

）

石
いし

山
やま

通
どおり

（国
こく

道
どう

230号
ごう

）

旧馬
ば

場
ば

農
のう

場
じょう

の
サイロ

マップの見
み

方
かた

● 大
おお

友
とも

堀
ぼり

コースで紹
しょう

介
かい

した文
ぶん

化
か

財
ざい

（P3〜10）
● 開

かい

拓
たく

使
し

コースで紹介した文化財（P11〜18）
● 札幌軟

なん

石
せき

コースで紹介した文化財（P19〜27）

札幌新
しん

道
どう

旧宇
う

納
のう

牧
ぼく

場
じょう

サイロ

藻
も

南
なみ

公
こう

園
えん

（札幌軟石ひろば）

旧石
いし

山
やま

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

（現・ぽすとかん）
石山緑

りょく

地
ち

、
（石山軟石採

さい

掘
くつ

場
ば

跡
あと

）

旧石
いし

切
きり

山
やま

駅
えき

石山神
じん

社
じゃ

八
はっ

紘
こう

学
がく

園
えん

資
し

料
りょう

館
かん

北
ほっ

海
かい

道
どう

大
だい

学
がく

市し

電で
ん

大
おお

通
どおり

公
こう

園
えん

函
はこ

館
だて

本
ほん

線
せん

千ち

歳と
せ

線せ
ん

道
ど
う

央
お
う

自じ
動
ど
う

車
し
ゃ

道
ど
う

←札幌中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

←
札
幌
中
心
部

豊
平
川

新さっぽろ

ひばりが丘
おか

地下鉄東西線

地下鉄東
とう

西
ざい

線

白石

東札幌

菊
きく

水
すい

大
おお

通
どおり西11丁目

西18丁目
円
まる

山
やま

公
こう

園
えん

西
にし

28丁
ちょう

目
め

二十四軒
けん

バスセンター前

元
もと

町
まち

地
下
鉄
東とう
豊ほう
線

環
かん

状
じょう

通
どおり

東
ひがし

東
ひがし

区
く

役
やく

所
しょ

前
まえ

北13条東

豊
ほう

水
すい

すすきの

豊
とよ

平
ひら

公園

美
み

園
その

月
つき

寒
さむ

中
ちゅう

央
おう

福
ふく

住
ずみ

南平岸

平
ひら

岸
ぎし

幌
ほろ

平
ひら

橋
ばし

中
なか

島
じま

公園

すすきの

北12条

北18条

北
きた

24条
じょう

地ち

下か

鉄てつ
南なん
北ぼく
線せん

札
さっ

幌
ぽろ

れきぶんマップ
どこにあるかな?

大友亀太郎って
知
し

ってる?

P3へGO!

古
ふる

い建
たて

物
もの

に
赤
あか

い星
ほし

のマークが
多
おお

いのはなぜ?

札幌軟
なん

石
せき

って
どんな石

いし

?

P11へGO
!

P19へGO!
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さあ、
復
ふく

習
しゅう

してみよう！
札
さっ

幌
ぽろ

のまちをめぐる探
たん

検
けん

はどうだったかな？
最
さい

後
ご

にもう一
いち

度
ど

ふりかえってみよう！
全
ぜん

部
ぶ

答
こた

えられるかな？

大
おお

友
とも

堀
ぼり

は、

いつ・だれがつくったでしょう？

また何
なに

に利
り

用
よう

されたのかな？
（ヒントは3ページ）

日
に

本
ほん

ではじめて

玉
たま

ねぎの栽
さい

培
ばい

をした村
むら

の名
な

前
まえ

は？

その時
とき

に作
つく

った品
ひん

種
しゅ

の名前は

なんでしょう？
（ヒントは7ページ）

1
2

3
4

「屯
とん

田
でん

兵
へい

」は

何をする人
ひと

でしょうか？

札幌で最
さい

初
しょ

に移
い

住
じゅう

した場
ば

所
しょ

は？
（ヒントは15ページ）

札
さっ

幌
ぽろ

軟
なん

石
せき

はなぜ建
たて

物
もの

に

たくさん使
つか

われたのでしょうか？

札幌軟石を使
つか

った建物を

一
ひと

つあげてみましょう。
（ヒントは21〜23ページ）

答えは…

答えは…

答えは…
答えは…

復習の答えは次のページ
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月
がつ

　　日
にち

（　）てんき 月　　日（　）てんき

〈テーマ〉　□ 大
おお

友
とも

堀
ぼり

　□ 開
かい

拓
たく

使
し

　□ 札
さっ

幌
ぽろ

軟
なん

石
せき

〈テーマ〉　□ 大友堀　□ 開拓使　□ 札幌軟石

思
おも

い出
で

のれきぶん絵
え

日
にっ

記
き

月　　日（　）てんき 月　　日（　）てんき

〈テーマ〉　□ 大友堀　□ 開拓使　□ 札幌軟石 〈テーマ〉　□ 大友堀　□ 開拓使　□ 札幌軟石

見
み

たものや印
いん

象
しょう

に残
のこ

ったことを絵日記にしてみよう。

今日は時計台に行って、はじめて今日は時計台に行って、はじめて

建物の中に入ってみました。建物の中に入ってみました。

 2階に上がると天井が高くて 2階に上がると天井が高くて

びっくりしました。びっくりしました。

1階にはたくさんの歴史の話や1階にはたくさんの歴史の話や

もけいなどがあったのでもけいなどがあったので

また行ってみたいです。また行ってみたいです。

88 11 日日 はれはれ

１.大
おお

友
とも

掘
ぼり

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に大友亀
かめ

太
た

郎
ろう

が農
のう

業
ぎょう

用
よう

の水
みず

を運ぶ用
よう

水
すい

路
ろ

としてつくりました。　２.日
に

本
ほん

で初
はじ

め
て玉

たま

ねぎの栽
さい

培
ばい

をしたのは札
さっ

幌
ぽろ

村
むら

、その時
とき

に作
つく

ったのは「札
さっ

幌
ぽろ

黄
き

」という品
ひん

種
しゅ

です。　
３.屯

とん

田
でん

兵
へい

は、ふだんは農
のう

民
みん

として働
はたら

き、いざというときに兵
へい

隊
たい

として北
ほっ

海
かい

道
どう

を守
まも

れるように訓
くん

練
れん

していました。最
さい

初
しょ

の移
い

住
じゅう

先
さき

は琴
こと

似
に

村
むら

。　４.火
か

事
じ

がおこりにくく、寒
さむ

さに強
つよ

いので、札幌軟
なん

石
せき

の建
たて

物
もの

がつくられました。P25〜27で紹
しょう

介
かい

されて
いる建物なら、どれでもOK。

復
ふく

習
しゅう

の答
こた

え
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